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世界的な潮流であるSDGsやDX、アフターコロナを踏まえた
世界観、社会観に関する話をベースに、それらからみえてくる
目指すべき社会やインフラ整備の観点から取り組まなければな
らない課題（Society5.0の下支え、複雑化・多様化している
インフラ整備へのニーズ、強靭なまちづくりなど）などについ
て問題提起していただくと共に、インフラ整備に対して今まで
とは違った関わり方や担い手の必要性などをご講演いただきます。
また、基調講演の内容を受け、行政、民間、ベンダー、建コン
のそれぞれの立場から、これから何ををすべきかパネルディス
カッションを行い、「新たな挑戦の方向性」を提言します。

申し込み締め切り
9月22日（金）

赤坂インターシティコンファレンス

10 5
THU.

2023年

木曜日

13：15 ～ 16：30

入場
無料

会 場

WEBよりお申し込みください申 込

対面約250人＋ライブ配信定 員

お問合せ

一般社団法人 建設コンサルタンツ協会 60周年記念講演会事務局
〒102-0075 千代田区三番町1番地 KY三番町ビル8階
TEL：03-3239-7992　E-mail：jcca_60anniv_info@nii .co.jp

溜池山王駅
14番出口（直結）

溜池山王駅
9番出口

溜池山王駅
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赤坂インターシティ
コンファレンス

会場までのアクセス
〒107-0052 東京都港区赤坂１丁目８-１ 
４Ｆ 赤坂インターシティ the AIR
電話： 03-5575-2201

本講演会は、土木学会
認定CPDプログラムです。
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創立60周年記念講演会

基調講演

プログラム
13：25 ～14：15

パネルディスカッション14：25 ～ 16：25

お申し込みはWEBで
https://www.jcca-si.jp/smnrtop/60anniv2023/60Anniv2023Top_ipn.html

平成6年　建設省入省
平成21年4月 国土交通省 中国地方整備局 松江国道事務所長
平成30年7月 総合政策局 公共事業企画調整課 施工安全企画室長
令和2年4月 道路局 国道・技術課 技術企画室長
令和3年4月 九州地方整備局 企画部長
令和5年4月 現職

国土交通省 大臣官房参事官（イノベーション担当）森下 博之
略　　歴

1956年山口県生まれ。1980年大日本コンサルタント株式会社に入社。橋梁構造を
専門とし、本四連絡橋の日本初複合斜張橋（生口橋）や熊本県の複合アーチ橋（天城
橋）など、特殊橋や長大橋の実績が多く、2015年に橋梁建設協会より技術功労賞を
受賞。1999年建設CALS/ECの3次元データ活用で博士号を取得。2016年大日本コ
ンサルタント株式会社代表取締役社長、2021年DNホールディングス株式会社代表
取締役社長、2023年ダイヤコンサルタントと合併して大日本ダイヤコンサルタント株
式会社の代表取締役会長に就任、現在に至る。、信条は、「現場で発想しモノを作る
（現場主義）」、「自分の手で作り、自分の眼で確認する（経験主義）」、「打ちのめさ
れる前に、当面の問題を考え行動する（楽観主義）」。

（一社）建設コンサルタンツ協会 常任理事 技術部会長新井 伸博
略　　歴

司　　会司　　会

大阪府出身。1975年生。2000年 関西大学大学院修了。2009年 博士（工学）東京
大学。2000年 日本工営株式会社、2010年 国土交通省、2015年 東京都市大学を経
て現在、法政大学デザイン工学部教授。専門は土木情報学、都市交通、空間情報科
学。産官学の組織横断的に多くの関係者と緊密に連携し、国土空間・都市活動の計
測・分析・マネジメントに係わる理論的・実際的なことをうまく折り合わせた活動に注
力。2016年度・2020年度 文部科学大臣表彰科学技術賞「科学技術振興部門」．
2019年度・2020年度 国土交通省i-Construction大賞優秀賞。2022年 内閣府日
本オープンイノベーション大賞総務大臣賞、2022年 情報処理学会業績賞、2022年 
土木学会土木情報学論文賞等、受賞多数。

法政大学 デザイン工学部 教授今井 龍一
プロフィール

『未来を切り拓く建設コンサルタント』

1966年石川県生まれ。東急不動産株式会社、ソニー株式会社勤務等を経て、現
職。AI等のデジタル技術・データ活用に精通し、DX推進及びスマート社会に関す
る専門家として、建設DX、防災・減災DX、スマートシティなどに関する講師を
務めている。

株式会社カナン 代表取締役、エバンジェリスト桂木 夏彦
略　　歴

修士課程を修了後、建設コンサルタントにて土木設計業務に従事。主に電力関連施
設の土木構造設計・解析業務を担当。その後、建築系ベンチャー企業にて3D FEMを
中心とした解析サービスの立ち上げを行う。現在はオートデスクにて、主に建設コン
サルタント会社のDX・BIM/CIM推進を支援する取り組みを行っている。

オートデスク植田 祐司
略　　歴

1961年愛媛県生まれ。京都大学大学院（工学研究科交通土木工学専攻修了）卒業
後、鴻池組に入社。1996年に36歳でパシフィックコンサルタンツに入社し、地
盤技術分野の業務に携わる。本社業務推進部長、九州支社長などを経て2016年取
締役就任。2022年10月より代表取締役社長。建設コンサルタンツ協会副会長、
建設コンサルタンツ協会関東支部長を務める。信条は「着眼大局着手小局」。大
きい目標を目指しながらも、確実に取り組む姿勢を心掛ける。趣味はランニン
グ、社内のランニングイベント、リレーマラソン大会等にも参加する。自炊でパ
エリアなどもつくる料理好き。

（一社）建設コンサルタンツ協会 副会長（60周年記念事業実行委員長）大本 修
略　　歴


